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解能で解像する画像化法である。従来の OCT はその計測手法から time-domain OCT（TD-OCT）と呼ば
れている。これは試料中からの後方散乱光の時間遅延をコヒーレンスゲートの時間遅延を変化させることに
よって計測しているためである。これに対し，spectral -domain OCT（SD-OCT）と呼ばれる手法が開発さ







































　最後に第 5 章では，本研究で開発したスペクトラルドメイン OCT（SD-OCT）に関する高速化技術とそ
の眼底可視化実験結果をまとめ，さらにはこの手法を使って眼底血管構造の可視化，眼底の網膜血管と脈絡
膜血管を分離して可視化する手法への展開を述べ，眼科診断における本手法の有効性を示して結論としてい
る。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，生体の内部を高解像度で可視化する手法に関するもので，高速可視化手法を開発し，測定中に
対象物が動くことによって発生するゴースト像を除去する手法，高速 SD-OCT に実装する際の問題点を回
避するための変調信号の改良，対象物の色分散の低減手法などを行い，眼科診断に利用可能な鮮明な眼底網
膜の三次元映像の取得に成功し，この手法を応用して眼底の網膜血管と脈絡膜血管を分離した可視化も可能
とした。
　このように，本論文が取り扱った研究は，生体の三次元可視化に関するものであるが，その研究で得られ
た結果は，広範囲の光学関連の応用分野で極めて実用的な手段を提供するものである。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
